
OMNI 20
OMNI 10
ワイヤレス・スピーカーシステム

取扱説明書



2

OMNI 20/OMNI 10 安全上のご注意

安全上のご注意
 使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
また、お読みになった後は大切に保管してください。

 ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載
していますので、必ずお守りください。

 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説明しています。

 警告 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容です。

 注意 この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定される場合および物的損害のみの発生が想定される」
内容です。

 次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。

禁止（してはいけないこと）を示す記号です。

分解してはいけないことを示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたりしてはい
けないことを示す記号です。

指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）
を示す記号です。

 警告
ACアダプタは、見える位置で、手が届く範囲のコンセ
ントに接続する。
万一の場合、ACアダプタを容易に引き抜くためです。

付属品以外の電源コードは使用しない。
火災の原因になることがあります。

付属品のACアダプタを他の機器に転用しない。
火災の原因になることがあります。

船舶などの直流（DC）電源には接続しない。
火災の原因になります。

電源コードを束ねた状態で本機を使用しない。
火災・感電の原因になります。

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、
ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしない。
電源コードが破損して火災・感電の原因になります。

電源コードが破損した場合（芯線の露出や断線など）に
は、販売店または弊社サービスセンターに交換（有償）
を依頼する。
そのまま使用すると火災・感電の原因になります。

タコ足配線しない。
発熱により火災・感電の原因になります。

テーブルタップ（延長コード）を使用しない。
発熱により火災・感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源アダプタには触れない。
感電の原因になります。

電源コードの上に重いものをのせたり、電源コードを本
機の下敷きにしない。
電源コードが破損し、火災・感電の原因になります。

煙が出る場合、異常なにおいや音がする場合は、すぐに
ACアダプタをコンセントから抜く。
煙が出なくなるのを確認して販売店または弊社サービス
センターに修理を依頼してください。

水道の蛇口付近や風呂場などの濡れている場所や水気の
多い場所では使用しない。
火災・感電の原因になります。

本機の内部に水などが入った場合は、ACアダプタをコ
ンセントから抜いて販売店または弊社サービスセンター
に点検を依頼する。
そのまま使用すると火災・感電の原因になります。

本機の内部に異物を入れない。
万一、本機の内部に異物が入った場合は、ACアダプタ
をコンセントから抜いて販売店または弊社サービスセン
ターに点検をご依頼ください。そのまま使用すると火災・
感電の原因となります。

アルコール・シンナーなどの引火性溶剤の近くに設置し
ない。
引火性溶剤が本機内部の電源部品などに接触すると、火
災や感電の原因になります。

分解や改造をしない。
感電の原因になります。

調理台や加湿器の近くなど油煙や湯気があたる場所に設
置しない。
火災・感電の原因になることがあります。

直射日光があたる場所や、温度が異常に高くなる場所（暖
房機のそばなど）に設置しない。
キャビネットや内部回路に悪影響が生じ、火災の原因に
なることがあります。

オーディオ機器を接続するときは、それぞれの機器の取
扱説明書に従い、指定のケーブルを使用して接続する。
指定以外のケーブルを使用すると発熱し、やけどの原因
になることがあります。
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OMNI 20/OMNI 10 安全上のご注意

 注意
濡れた手でコンセントを抜き差ししない。
感電の原因になります。

長期間本機を使用しないときは、ACアダプタをコンセ
ントから抜く。
火災・感電の原因になります。

ACアダプタを抜くときは、電源コードを引っぱらない。
電源コードが破損して火災・感電の原因になることがあ
ります。

ACアダプタは、コンセントの根元まで確実に差し込む。
ACアダプタを正しく差し込まずに本機を使用すると、
火災や感電の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因と
なります。

不安定な場所や振動する場所に設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因となります。

移動するときには電源スイッチを切り、すべての接続を
外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。コー
ドが傷つき、火災や感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。ま
た、接点復活剤を使用しない。外装が傷んだり、部品が
溶解することがあります。
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OMNI 20/OMNI 10 Bluetooth®に関するご注意

Bluetooth® に関するご注意
本機は、2.4GHz の周波数帯の電波を利用しています。
この周波数の電波は、一般家庭でもいろいろな機器（電
子レンジやコードレス電話など）で使用されています。
以下のような場所で本機を使用する場合、送信 /受信が
できなくなることがあります。
• 2.4GHz を利用する無線 LAN、また電子レンジなど
の機器の磁場、静電気、電波障害が発生するところ。（環
境により電波が届かない場合があります。）

• ラジオから離してお使いください。（ノイズが出る場
合があります。）

• テレビにノイズが出た場合、本機（および本機対応製
品）がテレビ、ビデオ、BSチューナー、CSチューナー
などのアンテナ入力端子に影響を及ぼしている可能性
があります。本機（および本機対応製品）をアンテナ
入力端子から遠ざけて設置してください。

 注意
• 本機の使用によって発生した損害については、法令上
賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切の責任
を負いかねます。あらかじめご了承ください。

• 本機は、全てのBluetooth 機器との接続動作を保証
するものではありません。

• 弊社ではお客様の接続機器に関する通信エラーや不具
合について、一切の責任を負いかねます。あらかじめ
ご了承ください。

安全にお使いいただくために
• 高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近く
では使用しない。電子機器に誤動作するなどの影響を
与え、事故の原因となる恐れがあります。

• 航空機内や病院など、使用を禁止された場所では使用
しないでください。電子機器や医療用電気機器に影響
を与え、事故の原因となる恐れがあります。医療機関
などの指示に従ってください。

ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、ペースメーカー、その他医療用電気機器、火災
報知器、自動ドア、その他自動制御機器など。

ペースメーカー、その他医療用電気機器をご使用される
方は、該当の各医療用電気機器メーカーまたは販売業者
に電波による影響についてご確認ください。

電波法に基づく認証について
本機は電波法に基づく小電力データ通信の無線設備とし
て認証を受けています。従って、本製品を使用するとき
に無線局の免許は必要ありません。ただし、以下の行為
を行うと法律により罰せられることがあります。
• 本機を分解／改造すること。
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと。

周波数について
この無線機器は2.4GHz 帯を使用
します。変調方式としてFHSS（周
波数拡散方式）を採用し、想定さ
れる与干渉距離は約10mです。
この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科
学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されて
いる移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）
及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びに
アマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されて
います。
1  この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構
内無線局及び特定小電力無線局並びにアマチュア無
線局が運用されていないことを確認して下さい。

２  万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対
して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速
やかに電波の発射を停止した上、弊社サービスセン
ターにご連絡頂き、混信回避のための処置等（例えば、
パーティションの設置など）についてご相談して下
さい。

３  その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無
線局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波
干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが
起きたときは、弊社サービスセンターへお問い合わ
せ下さい。

電波について
 本機は電波法に基づく小電力データ通信システム無線局
設備として技術基準適合証明を受けています。従って、
本機を使用するときに無線局の免許は必要ありません。
日本国内のみで使用してください。各国の電波法に抵触
する可能性があります。また、本機は、電気通信事業法
に基づく技術基準適合証明を受けていますので、以下の
事項を行うと、法律で罰せられることがあります。
• 分解 /改造すること
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと

 本機は電波を使用しているため、第三者が故意また
は偶然に傍受することが考えられます。
重要な通信や人命にかかわる通信には使用しないで
ください。

 次の場所では本機を使用しないでください。
ノイズが出たり、音が途切れて通常のご使用ができ
ないことがあります。
• 2.4GHz 用周波数帯域を利用する、電子レンジ、
デジタルコードレス電話、Bluetooth などの機
器の近く。
電波が干渉して音が途切れることがあります。

• ラジオ、テレビ、ビデオ、BS/CSチューナーな
どのアンテナ入力端子を持つAV機器の近く。
音声や映像にノイズがのることがあります。

2.4 FH 1

Bluetooth® に関するご注意
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OMNI 20/OMNI 10 本機の特長

本機の特長
<OMNI 20>
 クリアで重厚なハーマンカードンサウンドを
実現。
75mmウーファーと19mmツイーターを搭載
し、最大出力15Wで奏でる4アンプ構成により、
部屋全体で立体感のあるサウンドをお楽しみいた
だけます。さらに、パッシブラジエーターと独自
のDSP技術の搭載により、クリアで重厚な音質
を実現しました。

<OMNI 10>
 小型なサイズながら、クリアで重厚なハーマ
ンカードンサウンドを実現。
コンパクトサイズでありながら、90mmウー
ファーと35mmツイーターを搭載し、最大出力
25Wの迫力のあるパワフルなサウンドをお届け
します。
また、パッシブラジエーターと独自のDSP技術
の搭載により、クリアで重厚な音質を実現しまし
た。

<OMNI 20/OMNI 10>
 Bluetooth に加え、Wi-Fi 接続機能を搭載し
ているので、複数の部屋でワイヤレス接続が
可能。
Bluetooth に加え、Wi-Fi でもワイヤレス接続が
可能なので、2台以上接続することができます。
複数の部屋に設置したオムニで、同じ楽曲を同時
に再生したり、別の楽曲をそれぞれに楽しむこと
ができます。

 複数台接続を簡単に楽しめるストリームボタ
ン。
本体上部にレイアウトしたストリームボタンによ
り、1ボタンで他のオムニとWi-Fi 接続をするこ
とができます。Wi-Fi 接続による高音質サウンド
がお楽しみいただけます。

 専用アプリの連携により、音源管理・再生操
作のコントロールが可能。
専用アプリ（Harman Kardon Controller/ 無料）
との連携により、音源管理・再生操作がお手元の
スマートホンやタブレットから簡単に行えます。

付属品
お使いになる前に、以下の付属品がすべてそろっていることをご確認ください。

 電源ケーブル

 AC アダプタ（OMNI 10のみ）

 日本語取扱説明書（本紙）
 保証書（日本国内用）
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各部の名称

本体上面

<OMNI 20> <OMNI 10>

① ② ③

④

① ② ③

④

① Bluetooth( ) ボタン

② ストリーム ( ) ボタン

③ 再生 /一時停止 ( ) ボタン
④ 音量 ( / ) ボタン

本体底面

<OMNI 20> <OMNI 10>

⑥⑤ ⑦ ⑤ ⑥ ⑦

⑤ WPS( ) ボタン

⑥ AUX-IN 端子

⑦ Reset( ) ボタン
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接続する
 本体背面端子と各デバイスの接続について

開梱時のご注意
本機は背面にパッシブラジエーターを搭載しています。
箱から取り出す際、パッシブラジエーターに手を触れないようご注意ください。

<OMNI 20> <OMNI 10>

電源を接続する
<OMNI 20>
① 付属の電源ケーブルを、本機のPOWER端子に接続します。
② ACアダプタをコンセントに接続します。

<OMNI 10>
① 付属のACアダプタと電源ケーブルを接続します。
② ACアダプタを、本機のPOWER端子に接続します。
③ ACアダプタをコンセントに接続します。

本機は国内外の電圧に対応しています。海外でご使用の際は、お使いになる国のコンセントに
合った変換プラグが必要になります。

オーディオ機器を接続する
3.5mmステレオミニケーブル（別売）を使って、オーディオ機器と接続します。

ACコンセントへ

オーディオ
ケーブル
（別売）

TV、パソコン、
音楽プレーヤーなどの
音声出力端子へ

ACコンセントへ
TV、パソコン、
音楽プレーヤーなどの
音声出力端子へ

オーディオ
ケーブル
（別売）
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Bluetooth 接続を行う
• Bluetooth 機能を使ってワイヤレス再生
を行うには、はじめに本機とBluetooth
対応デバイスを認識させる「ペアリング」
が必要となります。

• 本機とデバイスを一度ペアリングすれば、
その後に再度ペアリングを行う必要はあり
ません。

 ペアリングを行う
以下の手順は一例です。詳細については、接
続するデバイスの取扱説明書も合わせてご覧
ください。
① Bluetooth( ) ボタンを押す。
ストリーム ( ) ボタンが青く点滅し、ペ
アリング設定状態になります。

② デバイス側でペアリング操作を行い、登
録 /接続する。

iPhone/iPod/iPadの場合：
① iPhone/iPod/iPad をペアリング設定状
態にする。
「設定」→「Bluetooth」の順にタップした後、
「Bluetooth」を「オフ」から「オン」にし
ます。
Bluetooth に接続できるデバイスの一覧が
表示されます。

② デバイスから「HK OMNI XX」を選択す
る。
接続が完了すると、デバイス上で「接続さ
れました」と表示され、本機でビープ音が
鳴ります。

その他のデバイス（携帯電話・スマー
トホンなど）の場合：
① ペアリング設定状態にする。
接続するデバイス側で、本機を検出可能な
状態にします。お使いのデバイスの取扱説
明書も合わせてご覧ください。
（パスキーが必要な場合は「0000」と入力
します。）
一部のデバイスでは、接続を確認するメッ
セージが表示されます。
ストリーム ( ) ボタンが青く点灯しビー
プ音が鳴ると、ペアリングは完了です。

本機は一度ペアリングを行ったデバイスの情
報を記憶していますので、ペアリングを行っ
たあとは、本機の電源を入れ、接続したい
デバイスのBluetooth をオンにするだけで
Bluetooth 接続することができます。

 ペアリングを解除する
Bluetooth 接続中に、Bluetooth( ) ボタ
ンを押し続けます。 
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う

Wi-Fi 接続を行う
ご自宅のネットワークが無線 LANの場合、
スマートホン、タブレットやアナログ接続し
た音楽を、複数の部屋に設置したOMNI で
同時に再生したり、それぞれ別の音楽を楽し
むことができます。
※DLNA、AirPlay には対応していません。

 はじめに
（必ずお読みください）

• 製品ご購入後初めてWi-Fi 接続を行う場合
は、無線 LANでインターネット接続が行
われていることを確認してください。

• 本機では、以下の2種類のWi-Fi 接続方
法があります。お使いのデバイスに合わせ
て設定してください。

 –WPSモード：お使いの無線 LANルーター /
アクセスポイントがWPSに対応している場
合、ボタンひとつでワンタッチ接続すること
ができます。
 –マニュアル接続モード：スマートホンまた
はタブレットにインストールしたHarman 
Kardon コントローラーアプリを使用し
て、手動で設定します。

 Harman Kardonコン
トローラーアプリをインス
トールする

Harman Kardon コントローラーアプリを
インストールすると、本機の各種設定をお使
いのスマートホンやタブレット上で行うこと
ができます。
Harman Kardon コントローラーアプリは、
iOSおよびAndroid デバイスに対応してい
ます。
※Harman Kardon コントローラーアプリは、iOS7
以上、Android 4.3 以上の端末に対応しています。

① App ストアおよびPlay ストアから
「Harman Kardon Controller」で検索
する。

② 「入手」(App ストアの場合 )/「インストー
ル」(Play ストアの場合 )をタップする。
画面の指示に従ってインストールの操作を
進めてください。

 WPS機能を使って接続する
WPS機能を使って接続を行うには、WPS
対応の無線 LANルーター /アクセスポイン
トを使用したインターネット環境が必要で
す。

WPSとは
WPS(Wi-Fi Protected Setup) は、Wi-Fi 
Alliance が規定した規格で、無線 LAN接
続やセキュリティに関する設定を簡単に行う
ための機能です。

WPS-PBCモードで接続する
① 無線 LAN/ アクセスポイントのWPSボ
タンを押す。

② 1分以内に、本機のWPS ( ) ボタン
を押す。

接続中は、本機のストリーム ( ) ボタン

が素早く点滅します。ストリーム ( ) ボ
タンが点滅から点灯に変わると、接続が完
了します。
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う

 Harman Kardonコント
ローラーで接続を設定する

スマートホンやタブレットにHarman 
Kardon コントローラーアプリがインストー
ルされている場合、アプリ上で接続を設定す
ることができます。
Harman Kardon コントローラーアプリは、
iOSおよびAndroid デバイスに対応してい
ます。
AppストアおよびPlay ストアから
「Harman Kardon Controller」で検索して、
ダウンロード /インストールしてください。
※この取扱説明書では、主にAndroid の画面例を使
用して説明しています。

① デバイスのWi-Fi 機能をオンにして、ネッ
トワークに接続する。

② デバイス上でHarman Kardon コント
ローラーアイコンをタップして、アプリ
を起動する。

③ 「製品のセットアップ」をタップする。
④ 「新製品の追加」をタップする。

⑤ 「手動のセットアップ」をタップする。

⑥ 本機のRESET( ) ボタンを5秒以上
押す。
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う
⑦ 接続可能機器の一覧から「Omni**_
Setup_***」を選択する。（Androidの場合）
ホームネットワークの一覧が表示されます。

iOSをお使いの場合は、iOSのWi-Fi 設定
メニューから、製品名を選択してください。

⑧ 接続したいホームネットワークのネット
ワーク名とパスワードを入力し、OKを
タップする。
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う

接続中は、本機のストリーム ( ) ボタン
が素早く点滅します。
• お使いの無線 LANルーター /アクセスポ
イントに応じて、接続に1分ほど時間が
かかる場合があります。
接続中に以下の確認メッセージが表示され
ます。

ストリーム ( ) ボタンが点滅から点灯に
変わった場合は「はい」をタップします。
点滅したままの場合は、「いいえ」をタップ
し無線 LAN接続の設定を確認して、再度手
順①からやり直してください。

設定が完了したら、画面右上の「完了」をタッ
プします。

複数台のOMNI 20またはOMNI 10を接
続したい場合は、手順④から⑧を繰り返し、
すべてのスピーカーを接続します。(スピー
カーごとの役割や設置場所を設定したい場
合は、15ページを参照してください。)
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う
2台目以上のスピーカーの接続が完了する
と、引き続きスピーカーの役割や設置場所
を設定することができます。

設定方法について詳しくは、１5ページを
参照してください。

ご注意
• 本機はすべての無線 LANルーター /アクセスポイ
ントとの接続動作を確認したものではありません。
したがって、すべての無線 LANルーター /アクセ
スポイントとの接続は保証できません。

• 医療機器の近くや無線通信機器の使用が禁止されて
いる場所では、無線 LAN接続しないでください。

• 無線 LANルーター /アクセスポイントの仕様や接
続方法などの詳細は、無線 LANルーター /アクセ
スポイントの取扱説明書をご確認ください。

• お使いの無線 LANルーター /アクセスポイントに
よっては、WPSに対応していても、WPS機能を
使用しない設定になっている場合があります。無線
LANルーター /アクセスポイントのWPSに関する
設定方法については、無線 LANルーター /アクセ
スポイントの取扱説明書をご確認ください。

• 無線 LANルーター /アクセスポイントと本機が離
れすぎていると、接続ができない場合があります。

• 両機器が離れすぎないようにご注意ください。
• 無線 LANは周囲の電波の影響を受けます。電子レ
ンジなどの近くでは電波状態が悪い場合があります
ので、ご注意ください。

• 無線通信時のデータおよび情報の漏洩につきまして
は、当社は一切の責任を負いかねますので、あらか
じめご了承ください。
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う

 Harman Kardonコント
ローラーアプリで各種設定
を行う

Harman Kardon コントローラーアプリは、
曲やプレイリストを管理するだけではなく、
音量のコントロールや、本機を複数台接続し
たときのスピーカーごとの設定など、さまざ
まな設定を行うことができます。

スピーカーごとの設定を行う
本機を複数台ワイヤレス接続し、各スピー
カーごとの置き場所や役割などを設定できま
す。
① デバイス上でHarman Kardon コント
ローラーアイコンをタップして、アプリ
を起動する。

② 「製品のセットアップ」をタップする。

③  「新ルームの追加」をタップする。

部屋の一覧が表示されます。
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う
④ スピーカーを設置したい場所をタップし
て右上の「次へ」をタップする。
設置したい場所が一覧にない場合は、「カス
タム」で設置場所の名称とアイコンを選択
します。

⑤ スピーカーを単体で使用したい場合は「ス
タンド・アローン」、同機種を2台組み
合わせてステレオスピーカーにしたい場
合は「ステレオ」をタップする。
ワイヤレス接続しているスピーカーが1台
のみの場合、「ステレオ」は表示されません。
右上の「完了」をタップして設定を完了さ
せてください。
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う
⑥ 「ステレオ」を選択した場合：「L( 左 )」
または「R( 右 )」をタップしてチャンネ
ルを選択する。

⑦ 「製品の選択」エリアから、設定したいス
ピーカーをタップして選択する。
選んだスピーカーにチャンネルが割り当て
られます。
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OMNI 20/OMNI 10 Wi-Fi 接続を行う
⑧ 手順⑥と⑦を繰り返し、もう一方のスピー
カーの設定を行う。
ご注意：ステレオペアに設定できるのは、
同じスピーカーどうしのみです。異なるス
ピーカーを左右それぞれに割り当てること
はできません。

⑨ 「完了」をタップして設定を完了する。

 アップグレードを行う
本機はアップグレード対応製品です。
アップグレードが必要な場合、Wi-Fi 接続
してHarman Kardon コントローラーアプ
リを起動するとメッセージが表示されます。
メッセージにしたがって操作を行ってくださ
い。
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OMNI 20/OMNI 10 再生する

再生する
 Bluetooth 再生を行う

Bluetooth 再生を行うには、ペアリングを行ったあと本機を再生機器として設定します（9ペー
ジ参照）。

iPhone/iPod/iPadで設定する
① iPhone/iPod/iPad 画面を下から上へスワイプする。
②  アイコンをタップする。
③ 「HK OMNI 20」または「HK OMNI 10」をタップする。

その他のデバイスで設定する
① 接続したデバイスで再生を始める。
接続するデバイスによって再生の手順は異なります。詳細については、接続するデバイスの取扱
説明書も合わせてご覧ください。

再生 /一時停止は、本機の再生 /一時停止 ( ) ボタンを使って操作することもできます。

 その他のオーディオ機器の音楽を聴く
3.5mmステレオミニプラグ付きオーディオケーブル（別売）を使ってお手持ちのオーディオ
機器・PCに接続し、音声を再生することができます。
① 3.5mmステレオミニプラグつきケーブル（別売）を使って、オーディオ機器・PCの音声
出力端子と本機のAudio In（オーディオ入力）端子に接続する。

② オーディオ機器またはPCで音声を再生する。

複数のOMNIまたはADAPTがWi-Fi接続されている場合、別の部屋に設置しているスピーカー
で同じ音声を再生したり、設置しているすべてのスピーカーで同じ音声を再生することができ
ます。設定方法について詳しくは、20ページを参照してください。
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OMNI 20/OMNI 10 複数のスピーカーの再生を切り換える

複数のスピーカーの再生を切り換える
複数のOMNI をWi-Fi 接続したとき、別の部屋に設置しているスピーカーで同じ音声を再生し
たり、設置しているすべてのスピーカーで同じ音声を再生することができます。

 別のスピーカーで同じ音声を再生する (マルチルーム・ストリー
ミング )

一台のスピーカーで再生中に、もう一台のスピーカーのストリーム ( )ボタンを押すと、一
台目のスピーカーで再生されている音声が再生されます。

 すべてのスピーカーで同じ音声を再生する (パーティーモード )
再生中のスピーカーのストリーム ( )ボタンを3秒以上押し続けると、ワイヤレス接続され
ているすべてのスピーカーで同じ音声が再生されます。

マルチルーム・ストリーミングおよびパーティーモードはHarman Kardon コントローラーア
プリからも設定することができます。
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OMNI 20/OMNI 10 トラブルシューティング

トラブルシューティング
原因 解決法

本機の電源が入らない。 ACアダプタが正しく接続されているかご確認ください
電源は入るが、音が出ない。 ペアリングされているかご確認ください。

音量をご確認ください。
デバイス側の再生が一時停止になっていないかご確認ください。

音が歪む。 音量が上がりすぎている場合は音量を下げてください。
Wi-Fi 接続ができない。 お使いのデバイスがワイヤレスネットワークに接続されているか

ご確認ください。
ネットワークのパスワードをご確認ください。

Bluetooth でペアリングができ
ない。

お手持ちの機器が本機と対応しているかどうかご確認ください。
別の機器と接続していないかどうかご確認ください。本機は一度
ペアリングを行った機器の情報を記憶しています。音楽を再生
したい機器を再接続する場合は、近くのペアリングされている
Bluetooth 機器をすべてオフにし、本機の電源を入れ直してくだ
さい。

 オートスタンバイ機能について
本機の電源がオンのとき、約10分間以上音声入力がなく、操作も行われない状態が続くと、
自動的にスタンバイ状態となります。
スタンバイになったときは、デバイス上で音声の再生を始めるか、本機のストリーム ( )ボ
タンを押してください。なお、オートスタンバイ機能をオフにすることはできません。

 お手入れ
外装の汚れは、乾いた柔らかい布で軽くふき取ってください。汚れがひどいときは、中性洗剤
を薄めた液を少し含ませた布でふき、その後乾いた布でふき取ってください。
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OMNI 20/OMNI 10 主な仕様

主な仕様
OMNI20 OMNI10

スピーカー構成 75 mmウーファー×2
19 mmツイーター×2

90 mmウーファー×1
35 mmツイーター×1

アンプ出力 15 W× 4 25 W× 1 ( ウーファー )
25 W× 1 ( ツイーター )

システム周波数特性 53 Hz - 20 kHz 52 Hz - 20 kHz 
S/N比 80 dB
Bluetooth Bluetooth 3.0
Bluetooth 伝送距離 Class 2 ( 通信距離約10 m、障害なきこと )
Bluetooth 対応プロ
ファイル

A2DP

無線 LAN IEEE802.11b/g/n
無線 LAN対応プロ
ファイル

OFDM、DSSS、DBPSK、DQPSK、CCK、16QAM、64QAM

音声入力 Bluetooth × 1、外部音声入力 (3.5 mmステレオミニ )× 1
サイズ 高さ : 166 mm×幅 : 260 mm×

奥行 : 164 mm
高さ : 166 mm×幅 : 181 mm×

奥行 : 159 mm
重量 2.1 kg 1.3 kg
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OMNI 20/OMNI 10 主な仕様

 HARMAN Owners' Club
この度はHarman Kardon 製品をご購入いただき誠にありがとうございます。HARMAN Owners' 
Club（ハーマンオーナーズクラブ）は、ハーマンインターナショナル取り扱い製品ご愛用者のための
会員プログラムです。
会員様に向けたさまざまな特典やサービスをお届けします。

https://www.harman-ownersclub.jp

このアドレスからアクセスしてください。
携帯電話からはご登録できませんのでご注意ください。

 アフターサポート
日本国内のアフターサポートに関する情報は、ハーマンインターナショナル株式会社ホームペー
ジに掲載しています。

http://hk.harman-japan.co.jp/support/

　Tel：0570-550-465（ナビダイヤル）
　受付時間：土日・祝日を除く、平日9:30～ 17:30

• iPhone、iPod および iTunes は、米国ならびに他の国々で登録された、Apple｠Inc. の登録商標です。iPad は、
Apple Inc. の商標です。

• 「Made for iPod」、「Made for iPhone」および「Made for iPad」とはそれぞれ、iPod、iPhone および iPad
専用に接続するよう設計され、アップル社が定める性能基準を満たしているとデベロッパによって認定された電子
アクセサリであることを示しています。

• Bluetooth ワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標です。
• Harman International Industries, Incorporated は、これら商標を使用する許可を受けています。
• Microsoft、Windows およびWindows Media は米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国にお
ける登録商標または商標です。

• 「Wi-Fi」はWi-Fi Alliance の登録商標です。
• Android は、Google Inc. の商標および登録商標です。
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